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✧ 年末のご挨拶 
 

 当センターの利用者のほか皆様には、平素からお世話になり、大変ありがとうございます。 

 さて、当センターの活動につきましては、気象庁をはじめ多くの関係者のご協力を頂きつつ進

めてきており、おかげさまで順調に推移しております。その活動状況の一端につきましては、随

時ホームページでも紹介させて頂いております。 

 「民間気象業務支援センター」として気象庁の情報の提供を行っています配信システムにつき

ましては、現在、本年 10月に打ち上げられた次期気象衛星（「ひまわり 8号」）の情報提供に向け

て新たなシステムの整備を進めております。ひまわり 8号は、来年夏には本格運用の予定されて

おり、新配信システムについても同時に運用を開始する予定です。この 12 月には、ひまわり 8号

により初めて観測された地球とそれをとりまく雲の様子が、鮮明なカラー画像として気象庁ＨＰ

で公開されています（http://www.jma.go.jp/jma/press/1412/18a/20141218_himawari8_first_ 

_images.html）。テレビ等でも毎日お茶の間に届けられる画像ですので、センターとしても確実に

情報提供できるよう万全を期したいと考えております。また、FAX で防災気象情報を提供してき

ておりますシステムにつきましても、来年 3月に更新を予定しております。 

 気象予報士試験につきましては、昨年より受験申請者は若干減少しましたが、7,665 名の申請

があり、295 名の方が合格しました。さらに、気象予報士の技能向上に向けて、各種講習会の開

催や気象庁作成の研修テキストの頒布などを行ってきており、利用者から評価も頂いています。 

 気象測器の検定につきましても、気象観測の品質確保の重要

性から、毎年 1 万件を超える雨量計、温度計等の検定を行って

きています。 

 さらに、国際協力機構（JICA）等と協同して、世界各国の気

象機関等への海外支援を行ってきており、本年も、フィリピン、

インドネシア、イラン等のアジア地域、エルサルバドル、ペル

ー等の中南米地域など、多くの国々への支援を行ってきていま

す。近年多くの国々で、台風等の気象分野に加えて、地震・津

波等の分野にも大きな関心が寄せされており、我が国からの支

援が期待されています。 

 いずれにしましても、本年、円滑に業務運営できましたこと

に関係各位に改めてこの場をお借りして感謝申し上げます。 

 来る年、皆様の益々のご健勝とご多幸をお祈りするとと

もに、引き続きご理解とご支援を宜しくお願い申し上げま

す。 

（理事長） 

 

平成 26 年 12 月 18 日午前 11 時 40 分（日本時間）、

ひまわり 8号によって撮影された画像 

（可視 3 バンド合成カラー画像） 


